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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第109期

第２四半期
連結累計期間

第110期
第２四半期
連結累計期間

第109期

会計期間

自2021年
　４月１日
至2021年
　９月30日

自2022年
　４月１日
至2022年
　９月30日

自2021年
　４月１日
至2022年
　３月31日

営業収益 （百万円） 23,005 25,960 47,645

経常利益 （百万円） 1,548 1,437 3,097

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 962 833 1,948

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 941 769 1,761

純資産額 （百万円） 19,915 21,160 20,563

総資産額 （百万円） 40,181 41,284 41,247

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 89.42 77.46 181.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 49.5 51.3 49.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,814 1,847 3,804

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,048 △667 △1,935

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △609 △752 △1,296

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,855 5,707 5,273

 

回次
第109期

第２四半期
連結会計期間

第110期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自2021年
　７月１日
至2021年
　９月30日

自2022年
　７月１日
至2022年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 48.72 38.44

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　 （1）財政状態及び経営成績の状況

　　①経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の第７波により感染者が急増し、

そのピークアウトに伴い各種規制が緩和される一方、ウクライナ情勢を契機とした世界的な原材料やエネルギー価

格の高騰に伴うインフレが進展し個人消費の冷え込みが懸念され、国内では急速な円安の進展も加わるなど、先行

き不透明な状況が続いております。

　このような経済環境の中、物流業界におきましては、国内外における貨物量は回復傾向にあるものの、原油価格

は高止まりで推移していることから燃料価格の負担は続き、依然として厳しい環境にあります。

　当社グループにおきましては、国内部門では、食品・衛生用品・日用雑貨等の貨物量が引続き堅調に推移してい

ることから営業収益は増収となっているものの、燃料価格をはじめとする各種コストの増加等により、利益面におき

ましては前年を下回っております。一方、国際部門では、世界各地の経済活動制限により減少した国際輸送需要が増

加に転じる中で、航空便の減便、コンテナ不足、港湾混雑等による航空・海上貨物輸送スペースの供給不足といった

要因による特需的な需給の逼迫とそれに伴う運賃高騰の状態は継続しております。

　このような状況の下、新たに策定した中期経営計画（2022年４月から2025年３月）に基づき、営業力の強化によ

る収益性の向上を図るとともに、燃料価格の上昇に伴う適正運賃の確保や更なる効率化等、利益の向上に向けた取

り組みをスピードを持って進めてまいります。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は25,960百万円（前年同四半期比12.8％増）となり、営業利

益は1,373百万円（前年同四半期比11.4％減）、経常利益は1,437百万円（前年同四半期比7.1％減）となりまし

た。親会社株主に帰属する四半期純利益は特別損失として子会社における送金詐欺損失などを計上した結果、833

百万円（前年同四半期比13.4％減）となりました。

 

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

 

　（貨物自動車運送事業）

　貨物自動車運送事業につきましては、食品・衛生用品・日用雑貨等について貨物輸送量が堅調に推移したことか

ら、貨物自動車運送事業収入は、18,293百万円（前年同四半期比6.8％増）となり、セグメント利益は939百万円

（前年同四半期比24.5％減）となりました。

　（国際物流事業）

　　国際物流事業につきましては、世界各地の経済活動が回復してきたこと、特需的な需給逼迫による価格上昇を背

景に、国際物流事業収入は6,817百万円（前年同四半期比26.3％増）となり、セグメント利益は611百万円（前年

同四半期比23.5％増）となりました。

　（不動産賃貸事業）

　　不動産賃貸事業につきましては、不動産賃貸事業収入は446百万円（前年同四半期比7.8％増）となり、セグメン

ト利益は294百万円（前年同四半期比19.2％増）となりました。

　（その他）

　　リース業、コンピュータソフト開発保守業、保険代理店業、部品販売業、太陽光発電業、清掃業、事務代行業を

中心としたその他事業収入は411百万円（前年同四半期比464.1％増）となり、セグメント利益は９百万円（前年

同四半期比77.5％減）となりました。
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　　 ②財政状態の分析

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、15,752百万円（前連結会計年度末は15,458百万円）

となり、293百万円増加しました。現金及び預金の増加433百万円、受託現金の増加195百万円、受取手形、営業未

収金及び契約資産の減少176百万円、リース投資資産の減少71百万円が主な要因です。

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、25,531百万円（前連結会計年度末は25,789百万円）

となり、257百万円減少しました。建物及び構築物（純額）の減少142百万円、その他（純額）に含めて表示して

おります機械装置及び運搬具（純額）の減少91百万円が主な要因です。

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、13,268百万円（前連結会計年度末は13,374百万円）

となり、105百万円減少しました。預り金の増加196百万円、支払手形及び営業未払金の減少145百万円、短期借入

金（一年内返済予定長期借入金含む）の減少128百万円が主な要因です。

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、6,854百万円（前連結会計年度末は7,309百万円）と

なり、454百万円減少しました。長期借入金の減少302百万円、リース債務の減少120百万円が主な要因です。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、21,160百万円（前連結会計年度末は20,563百万円）と

なり、597百万円増加しました。利益剰余金の増加661百万円が主な要因です。

　この結果、自己資本比率は1.5ポイント上昇し、51.3％となりました。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、投資活動

の結果使用した資金667百万円と財務活動の結果使用した資金752百万円を、営業活動の結果得られた資金1,847百

万円でまかない、現金及び現金同等物は前連結会計年度末と比べ433百万円増加し5,707百万円となりました。各

キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、1,847百万円（前年同四半期比1.9％増）となりました。これは主に税金等調

整前四半期純利益1,403百万円、減価償却費824百万円、売上債権の減少200百万円、仕入債務の減少165百万円、

法人税等の支払額696百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、667百万円（前年同四半期比36.3％減）となりました。これは主に有形固定資

産の取得による支出564百万円、無形固定資産の取得による支出44百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、752百万円（前年同四半期比23.5％増）となりました。これは主に、短期借入

金の増加900百万円、長期借入金の返済による支出1,336百万円、リース債務の返済による支出143百万円、配当金

の支払額172百万円によるものであります。

（3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、

重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（5）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 38,000,000

計 38,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 11,654,360 11,654,360
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 11,654,360 11,654,360 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 11,654,360 － 1,772 － 1,627
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（５）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社原島不動産 東京都千代田区神田三崎町三丁目10番５号 3,945 36.65

カンダ従業員持株会 東京都千代田区神田三崎町三丁目２番４号 573 5.32

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 409 3.80

カンダ共栄会 東京都千代田区神田三崎町三丁目２番４号 398 3.69

原島　藤壽 東京都千代田区 349 3.24

株式会社原島本店 東京都千代田区神田三崎町三丁目６番５号 348 3.23

ユウエイ株式会社 東京都千代田区神田三崎町三丁目10番５号 322 2.99

高橋　彰子 東京都渋谷区　 223 2.07

三菱ふそうトラック・バス株式会社 神奈川県川崎市中原区大倉町10番地 133 1.23

南関東日野自動車株式会社　 東京都港区新橋五丁目18番１号　 122 1.13

計 － 6,824 63.39

　（注）１．所有株式数は、千株未満を切り捨てして表示しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 891,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,760,800 107,608 －

単元未満株式 普通株式 2,060 － －

発行済株式総数  11,654,360 － －

総株主の議決権  － 107,608 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

カンダホールディ

ングス株式会社

東京都千代田区神田

三崎町三丁目２番４

号

891,500 － 891,500 7.64

計 － 891,500 － 891,500 7.64

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,500 5,934

受託現金 ※１ 2,767 ※１ 2,962

受取手形、営業未収金及び契約資産 5,665 5,488

棚卸資産 ※２ 149 ※２ 144

前払費用 342 323

リース投資資産 667 596

その他 374 312

貸倒引当金 △9 △10

流動資産合計 15,458 15,752

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,477 8,335

土地 9,879 9,879

その他（純額） 2,630 2,521

有形固定資産合計 20,988 20,736

無形固定資産 808 760

投資その他の資産 ※３ 3,991 ※３ 4,034

固定資産合計 25,789 25,531

資産合計 41,247 41,284

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 3,817 3,672

短期借入金 3,549 3,421

未払法人税等 525 431

預り金 ※１ 2,873 ※１ 3,070

賞与引当金 340 387

その他 2,268 2,285

流動負債合計 13,374 13,268

固定負債   

長期借入金 3,469 3,166

リース債務 804 683

役員退職慰労引当金 300 289

退職給付に係る負債 1,090 1,111

資産除去債務 43 43

その他 1,600 1,559

固定負債合計 7,309 6,854

負債合計 20,684 20,123
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,772 1,772

資本剰余金 1,634 1,634

利益剰余金 17,052 17,713

自己株式 △330 △330

株主資本合計 20,128 20,790

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 452 432

為替換算調整勘定 △16 △46

退職給付に係る調整累計額 △17 △15

その他の包括利益累計額合計 418 370

非支配株主持分 16 0

純資産合計 20,563 21,160

負債純資産合計 41,247 41,284
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業収益 23,005 25,960

営業原価 20,391 23,397

営業総利益 2,613 2,562

販売費及び一般管理費   

役員報酬 167 203

給料及び手当 342 353

賞与引当金繰入額 37 52

退職給付費用 15 17

役員退職慰労引当金繰入額 13 14

その他 485 547

販売費及び一般管理費合計 1,063 1,188

営業利益 1,550 1,373

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 50 38

為替差益 － 39

その他 42 35

営業外収益合計 92 113

営業外費用   

支払利息 30 26

保育園運営費用 22 20

為替差損 25 －

その他 16 2

営業外費用合計 94 49

経常利益 1,548 1,437

特別利益   

固定資産売却益 11 6

特別利益合計 11 6

特別損失   

固定資産除売却損 0 0

子会社における送金詐欺損失 － 40

特別損失合計 0 41

税金等調整前四半期純利益 1,558 1,403

法人税等 595 569

四半期純利益 963 833

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 962 833
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 963 833

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △17 △20

為替換算調整勘定 △5 △46

退職給付に係る調整額 1 2

その他の包括利益合計 △21 △63

四半期包括利益 941 769

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 941 785

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △15
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,558 1,403

減価償却費 827 824

のれん償却額 5 41

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 1

受取利息及び受取配当金 △50 △38

支払利息 30 26

固定資産除売却損益（△は益） △10 △6

売上債権の増減額（△は増加） 27 200

子会社における送金詐欺損失 － 40

為替差損益（△は益） △6 △53

棚卸資産の増減額（△は増加） 32 6

仕入債務の増減額（△は減少） △105 △165

その他 88 254

小計 2,395 2,536

利息及び配当金の受取額 50 38

利息の支払額 △30 △25

法人税等の支払額 △631 △696

法人税等の還付額 29 36

子会社における送金詐欺損失の支払額 － △40

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,814 1,847

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 － 5

有形固定資産の取得による支出 △637 △564

有形固定資産の売却による収入 24 16

無形固定資産の取得による支出 △30 △44

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△353 －

貸付金の実行による支出 △2 －

貸付金の回収による収入 2 1

その他 △50 △82

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,048 △667

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 900

長期借入金の返済による支出 △317 △1,336

リース債務の返済による支出 △141 △143

配当金の支払額 △150 △172

非支配株主への配当金の支払額 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △609 △752

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 156 433

現金及び現金同等物の期首残高 4,699 5,273

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,855 ※ 5,707
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　預り金には下記が含まれております。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

キャッシュサービス事業預り金 2,767百万円 2,962百万円

 

キャッシュサービス事業預り金は、現金の警備輸送を行う当該事業において契約先から預ったつり銭作成用現金及

び輸送業務中の現金に対応するものです。

なお、当該現金は、受託現金として表示しており、他の目的による使用が制限されております。

 

※２　棚卸資産の内訳

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

商品 69百万円 72百万円

仕掛品 17 13

貯蔵品 62 58

 

※３　投資その他の資産に係る貸倒引当金

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

　 693百万円 695百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

現金及び預金勘定 4,855百万円 5,934百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 　　　　　　　　　 － 　　　　　　　　△226

現金及び現金同等物 4,855 5,707

 

EDINET提出書類

カンダホールディングス株式会社(E04194)

四半期報告書

14/22



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

配当に関する事項

（１） 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月25日

定時株主総会
普通株式 150 14.0 2021年３月31日 2021年６月28日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が、当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月１日

取締役会
普通株式 172 16.0 2021年９月30日 2021年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

配当に関する事項

（１） 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日

定時株主総会
普通株式 172 16.0 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が、当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年11月２日

取締役会
普通株式 182 17.0 2022年９月30日 2022年12月１日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
貨物自動車
運送事業

国際物流
事業

不動産賃貸
事業

計

営業収益         

外部顧客へ

の売上高
17,122 5,395 413 22,932 72 23,005 － 23,005

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

4 1 － 5 － 5 △5 －

計 17,126 5,397 413 22,938 72 23,011 △5 23,005

セグメント

利益
1,243 494 247 1,985 42 2,028 △478 1,550

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業、コン

ピュータソフト開発業、保険代理店業、部品販売業、太陽光発電業、清掃業、事務代行業を含ん

でおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△478百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であり

ます。全社費用は親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
貨物自動車
運送事業

国際物流
事業

不動産賃貸
事業

計

営業収益         

外部顧客へ

の売上高
18,285 6,816 446 25,548 411 25,960 － 25,960

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

7 1 － 8 － 8 △8 －

計 18,293 6,817 446 25,557 411 25,968 △8 25,960

セグメント

利益
939 611 294 1,845 9 1,854 △480 1,373

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業、コン

ピュータソフト開発保守業、保険代理店業、部品販売業、太陽光発電業、清掃業、事務代行業を

含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△480百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であり

ます。全社費用は親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（単位：百万円）
 

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
貨物自動車
運送事業

国際物流
事業

不動産賃貸
事業

計

財又はサービスの移転の時期       

一時点で移転される財又はサービス － － － － 10 10

一定の期間にわたり移転される財又は

サービス
16,934 5,395 － 22,330 53 22,383

顧客との契約から生じる収益 16,934 5,395 － 22,330 64 22,394

その他の収益（注）２ 188 － 413 602 8 611

外部顧客への売上高 17,122 5,395 413 22,932 72 23,005

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業、コンピュータソ

フト開発業、保険代理店業、部品販売業、太陽光発電業、清掃業、事務代行業を含んでおります。

　　　２．その他の収益は、オペレーティング・リース収益等、顧客との契約から生じる収益の範囲外の収益を含

んでおります。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：百万円）
 

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
貨物自動車
運送事業

国際物流
事業

不動産賃貸
事業

計

財又はサービスの移転の時期       

一時点で移転される財又はサービス － － － － 252 252

一定の期間にわたり移転される財又は

サービス
18,146 6,816 － 24,963 147 25,110

顧客との契約から生じる収益 18,146 6,816 － 24,963 400 25,363

その他の収益（注）２ 139 － 446 585 11 596

外部顧客への売上高 18,285 6,816 446 25,548 411 25,960

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業、コンピュータソ

フト開発保守業、保険代理店業、部品販売業、太陽光発電業、清掃業、事務代行業を含んでおります。

　　　２．その他の収益は、オペレーティング・リース収益等、顧客との契約から生じる収益の範囲外の収益を含

んでおります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

   １株当たり四半期純利益金額 89円42銭 77円46銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
962 833

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
962 833

普通株式の期中平均株式数（株） 10,762,886 10,762,848

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　2022年11月２日、当期中間配当に関し、次のとおり取締役会の決議をいたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・182百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・17円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・2022年12月１日

（注）2022年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年11月14日

カンダホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 若尾　慎一

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大立目　克哉

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカンダホール

ディングス株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2022年７月１

日から2022年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カンダホールディングス株式会社及び連結子会社の2022年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の
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結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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